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論文審査の結果の要旨 

 

 

１ 研究目的の評価 

本研究は、脂肪量と肥満に関連し、骨量減少との関連も示唆されている

Fat-Mass-and-Obesity-associated（FTO）遺伝子の遺伝子型が、地域住民

における肥満と骨の健康に与える影響を明らかにしようとしたもので、目

的は十分に妥当である。 

 

 

２ 研究手法に関する評価 

五島列島在住の 1,828人を対象に横断研究を実施し、健診データ、踵骨

の骨量、末梢血単核球を用いた FTO遺伝子型を調査し、統計学的手法で解

析したもので、研究手法も妥当である。 

 

 

３ 解析・考察の評価 

上記手法で解析した結果、FTO 遺伝子型と体重過多の間には関連が認め

られ、さらにロジスティック回帰分析を用いて年齢と BMIで調整した結果、

65～75 歳の男性における FTO 遺伝子型と低骨量に関連が認められ、今後

の骨粗鬆症研究への進展が大いに期待される。 

 

 

以上のように本論文は骨粗鬆症研究に貢献するところが大であり、審査

委員は全員一致で博士（医学）の学位に値するものと判断した。 

 

 

 


